
      
 

皆
さ
ま 

い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。 

 

仁
柿
住
民
協
議
会
も
十
一
年
目
を
迎

え
、
さ
ら
な
る
充
実
を
求
め
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ま
と
共
に
考
え
活
動
し
、
仁
柿

を
住
み
や
す
い
街
に
変
え
て
行
き
た
い

と
考
え
、
新
た
な
年
の
計
画
創
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。 ぜ

ひ
、
総
会
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
ご

意
見
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

詳
細
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。 
 

                          

  

●
平
成
二
九
年
三
月
五
日
（
日
）            

九
時
か
ら 今

年
は
例
年
に
比
べ
、
少
し
趣
を

変
え
た「
伊
勢
本
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」を
実
施
し
ま
し
た
。 

齋
藤
隆
弘
さ
ん
に
解
説
い
た
だ
き

仁
柿
小
学
校
か
ら
立
逢
橋
近
く
ま
で

の
下
仁
柿
界
隈
を
散
策
し
ま
し
た
。     ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
は
平
成
二
七
年
度

に
設
置
し
た
屋
号
看
板
巡
り
や
弘
法

さ
ん
、
常
夜
灯
な
ど
地
域
の
貴
重
な

遺
産
な
ど
に
立
ち
寄
る
約
二
時
間
の

コ
ー
ス
で
約
二
十
人
の
方
に
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。 平

成
二
九
年
度
は
、
上
仁
柿
地
内 

  
に
お
い
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

 
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

    
 

    
●
平
成
二
九
年
三
月
十
二
日
（ 
日
） 

午
後
一
時
か
ら
仁
柿
小
学
校
で
亀
井 

静
子
氏
、
北
村
仁
氏
を
お
招
き
し
、 

綿
と
藍
の
栽
培
や
加
工
に
つ
い
て    ご

指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
亀
井
氏
か
ら
は
、
綿
の
種
取
り
、
綿 

つ
む
ぎ
に
つ
い
て
、
実
際
に
使
用
す
る 

道
具
な
ど
を
用
い
て
、
楽
し
く
指
導 

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
北
村
氏
か
ら
は
、
藍
の「
種
」蒔
き
に 

つ
い
て
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
今
後
も
、
仁
柿
地
内
で
、
綿
や
藍
の 

栽
培
を
広
げ
て
元
気
づ
く
り
を
進
め 

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

     
 

『
わ
た
と
藍
で
地
域
の
元
気
づ
く
り
』 

こ
れ
か
ら
の
行
事
予
定 

  
◎
わ
た
農
園 
種
ま
き
体
験 

五
月
二
一
日
（ 
日
）九
時
か
ら 

仁
柿
わ
た
農
園
（ 
茶
屋
橋
袂
） 

  
◎
わ
た
加
工
（ 
糸
紡
ぎ
、
種
取
り
）

講
習
会 

五
月
二
六
日
（ 
金
） 十

三
時
三
〇
分
か
ら 

仁
柿
小
学
校 

  
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

平
成
二
九
年
度

 

総
会

 

 

 

●日時  ５月１３日（土）１９：３０～ 

●場所  旧仁柿小学校 

●議事  １ 平 成 ２ ８ 年 度 事 業 報 告 について 

       2 平 成 ２ ８ 年 度 会 計 報 告 について 

       3 平 成 ２ ９ 年 度 事 業 計 画 （ 案 ） について 

       4 平 成 ２ ９ 年 度 会 計 予 算 （ 案 ） について 他 

仁 柿 住 民 協 議 会 総 会 
２９年４月号 
発行責任者 
加藤 英郎 

伊
勢
本
街
道
ウ
ォ
ー
キ
ン

松
阪
も
め
ん
わ
た
と
藍
で

 

地
域
の
元
気
づ
く
り

 


